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序　　文

京都には数多くの有形無形の文化財が今も生き続けています。それら各々の歴史は長

く多岐にわたり、京都の文化の重厚さを物語っています。こうした中、地中に埋もれた

文化財（遺跡）は今は失われた京都の姿を浮かび上がらせてくれます。それは、平安京

建設以来1 2 0 0年以上にわたる都市の営みやその周りに広がる姿をも再現してくれます。

一つ一つの発掘調査からわかってくる事実もさることながら、その積み重ねによってよ

り広範囲な地域の動向も理解できることにつながります。

財団法人京都市埋蔵文化財研究所は、こうした成果を現地説明会や写真展、考古資料

館での展示、ホームページでの情報発信などを通じて広く公開することで市民の皆様へ

京都の歴史像をより実態的に理解していただけるよう取り組んでいます。また、小学校

などでの地域学習ヘの成果の活用も、遺物の展示や体験授業を通じて実施しています。

今後、さらに埋蔵文化財の発掘調査成果の活用をはかっていきたいと願っています。

研究所では、平成1 3年度より一つ一つの発掘調査について報告書を発刊し、その成果

を公開しています。調査面積が十数平米から、数千平米におよぶ大規模調査までありま

すが、こうした報告書の積み重ねによって各地域の歴史がより広く深く理解できること

となります。

このたび整備事業に伴います史跡　慈照寺（銀閣寺）旧境内の発掘調査成果を報告い

たします。本報告書の内容につきましてお気付きのことがございましたら、ご教示たま

わりますようお願い申し上げます。

末尾ではありますが、当調査に際して御協力と御支援をたまわりました多くの関係者

各位に厚くお礼と感謝を申し上げる次第です。

平成15年７月

財団法人　京都市埋蔵文化財研究所

所　長　　　川　上　　　貢



例　　言

１ 遺　跡　名 史跡　慈照寺（銀閣寺）旧境内

２ 調査地点所在地 京都市左京区銀閣寺町　慈照寺境内

３ 委託者及び承諾者 宗教法人　慈照寺　　代表役員　有馬頼底

４ 調 査 期 間 2003年３月３日～2003年６月10日

５ 調 査 面 積 97.2㎡

６ 調査担当職員

調 査 担 当 高橋　潔・近藤知子

写 真 撮 影 村井伸也・幸明綾子

基準点測量 宮原健吾

７ 使 用 地 図 京都市発行の都市計画基本図（縮尺１：2 , 5 0 0）「吉田」を参考にし、

作成した。

８ 使用測地系 日本測地系（改正前） 平面直角座標系Ⅵ（ただし、単位（ｍ）を省

略した）

９ 使 用 標 高 T.P.：東京湾平均海面高度

10 使用基準点 京都市が設置した京都市遺跡測量基準点（一級基準点）を使用した。

11 使用土色名 農林水産省農林水産技術会議事務局監修の『新版　標準土色帖』に準

じた。

12 遺 構 番 号 調査中に付した遺構番号を、本書作成に当たり整理して付け直した。

13 遺 物 番 号 本書掲載の順に通し番号を付した。

14 整 理 作 業

担 当 職 員 高橋　潔・近藤知子

遺物写真撮影 村井伸也・幸明綾子

15 編集・執筆 高橋　潔・近藤知子

16 執 筆 分 担 高橋　潔：１・３・５

近藤知子：２・４

（調査地点図）
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史跡　慈照寺（銀閣寺）旧境内

１．調査経過

（１）調査に至る経緯（図１）

調査地は、京都市左京区銀閣寺町の慈照寺、通称銀閣寺の境内にあたる。当地は「慈照寺（銀

閣寺）旧境内」として国の史跡に指定されている
　１）

。この境内における整備事業の一環として、中

門の解体・新築と、参道を挟んだ西側の竹薮部分にトイレ・売店新築が計画された。現状変更に

あたり、慈照寺境内整備委員会では下層遺構の調査の必要が検討され、京都府教育庁教育委員会

文化財保護課および京都市文化市民局文化財保護課の指導のもと、(財) 京都市埋蔵文化財研究所

が発掘調査を担当することとなった。

－1－

図１　調査位置図（1：2,500）



（２）調査の経過

調査区は調査地点が二箇所に分かれたので、中門部分をＡ区、竹薮部分をＢ区とした。調査は

平成15年（2003）３月４日からＡ区を先行して開始し、Ｂ区の調査は４月14日に開始した。

Ａ区では解体された中門の基壇構築状況とその時期を明らかにすること、下層に先行する門の

遺構が遺存しているかどうか、さらにそれ以前の遺構・遺物の有無を確認することを目的とした。

Ｂ区では既往の調査成果より、地表下１ｍ程度で室町時代・東山殿造成時の整地層が検出される

ことが予想されたため、整地層および遺構の検出、さらに下層遺構の検出などを目的とした。

Ａ区では掘り下げを行う前に、上屋解体後の中門基壇の写真撮影（図版２- 1）と平面図実測を

行い、現況の記録を作成した。上面の高さが揃えられている基壇と参道の関係を確認するため、

まず基壇西側参道部分の掘下げを行った。続いて基壇の敷石類（敷居石・葛石・敷石）の取上げ

(図２)・整地層の掘削を行ったが、当初北半部分を先行させ基壇の構築状況を確認したのち、調査

範囲を全面に拡げた。基壇に使用されていた敷石類については、一石ずつ取上げ時に番号を付け、

その使用箇所・方向の記録を行った。基壇敷石を除去した地表下0 . 2ｍで江戸時代初期、室町時代

後期の遺構を良好な状態で検出したため、その後の調査はこれらの遺構の保存を前提として、西

半部を中心に進めることになった。また、遺構の広がりを確認するため、調査区外に小規模な拡

張区を設けた。なおＡ区では掘削、基壇敷石の除去などの作業はすべて人力で行った。

Ｂ区の調査は、調査区内にも竹の根がはっていることが予想されたため（図３）、重機を搬入し

て地表下0 . 7～0 . 8ｍまでの近・現代盛土層を掘削・除去した。盛土を除去すると室町時代の遺構

面に達し、室町時代後期の石敷遺構が調査区西半部で良好に遺存していることを確認した。その

結果、延長部分を一部西へ拡張した。

両調査区ともに遺構の残存状況が良好であったため、京都府教育庁教育委員会文化財保護課の

指導により、Ａ区の江戸時代初期の礎石列、室町時代後期の石列、Ｂ区の室町時代後期の石敷を

現地保存することになり、慈照寺整備委員会において承認され、設計変更などによって遺構の保

全が図られることになった。このため、下層遺構については部分的な断割調査によって確認する

にとどめたが、Ａ区では室町時代よりさらに古い平安時代後期の遺構を検出した。また、Ｂ区で

－2－

図２　Ａ区　基壇敷石取上げ作業（北東から） 図３　Ｂ区　調査前全景（南から）



は室町時代の整地層が厚さ1 . 5ｍ以上続くことが明らかになった。遺構の現地保存に伴う、保護措

置としてＡ区では全面に、Ｂ区では石敷を中心として土嚢による被覆を施した。調査中の排土は

すべて境内に仮置きしたが、調査区の排土による完全な埋め戻しは行わず、土嚢による遺構の被

覆にとどめた。すべての作業は６月10日に終了した。

２．調査地の位置と環境

（１）歴史的環境と立地

慈照寺は臨済宗相国寺派の寺院で、通称銀閣寺として知られる
　２）

。前身は足利義政が晩年の隠棲

所として如意ヶ岳北西麓の浄土寺寺域に構えた山荘東山殿で、これを義政の死後その遺命に従っ

て寺院に改めたものである。

東山殿以前にあった浄土寺については、寛仁三年（1019）天台座主明救が浄土寺の座主となり
　３）

、

これを開祖とする説もあるが、『日本紀略』寛和二年（9 8 6）に「浄土寺」の名がみられる
　４）

ことか

ら、1 0世紀の段階には成立していたようである。その後、崩御した後一条天皇の火葬御骨が安置

されたという記事や従三位藤原暁子が尼になった記事など、平安時代を通して浄土寺に関わる記

事がある
　５）

。また、鎌倉時代後期には三条氏や九条氏ら公家とも深い関わりがあったことが窺われ

る
　６）

。しかし宝徳元年（1449）護摩堂より出火
　７）

、御影堂本坊は無事だったものの境内建物を焼失し、

その後義政の東山殿造営にあたって移転を余儀なくされた。

義政は文明十四年（1 4 8 2）に東山浄土寺の地を選んで山荘の造営に着手
　８）

、翌十五年六月には常

御所が完成してここに移徙
　９）

し、東求堂（持仏堂）、西指庵、超然亭、会所などを建立していった。

そして長享三年（1 4 8 9）観音殿（銀閣）が上棟される
　10）

が、完成を待たずに延徳二年（1 4 9 0）義政

は死去、以後、義政の法号にちなんで「慈照寺」と称す禅寺となり相国寺の下におかれた。天文

十九年（1 5 5 0）十三代将軍義晴の葬儀が営まれた
　11）

頃までは東山殿創建当初の建物が遺存していた

が、その後永禄年間にかけて中尾・瓜生山城をめぐる攻防など戦国期の争乱に巻き込まれ、現存

する東求堂・観音殿以外の建物は失われたとされる。これにより寺は荒廃し、天正十三年から慶

長十七年（1 5 8 6～1 6 1 2）には前太政大臣近衛前久の別業として使用されていた
　12）

ものの、再建には

至らなかった。しかし慶長十九年（1614）に徳川家康の朱印状をもって寺領三五石を回復すると、

元和から寛永期にかけて宮城丹波守豊盛とその孫豊嗣らによって寺の大規模な再建が行われ、方

丈などの建物の建築をはじめ、東求堂・観音殿の修復、庭園の整備がなされた
　1 3）

。その後も各所の

修復が行われているが、この間に作成された絵図
　1 4）

を見てもほぼ今日と同じ景観が保たれてきたこ

とが窺われる。

現在、慈照寺境内は東山殿の遺構である東求堂、観音殿のほかに方丈（客殿）、庫裡、書院など

の殿舎および総門、中門、唐門、錦鏡池を中心に展開する庭園からなる。寺域は如意ヶ岳の北西

麓、二つの尾根に挟まれた谷筋の平坦部にあり、地勢はおおよそ北西から南東に向かって緩やか

－3－



に下降する。寺域の北と東は境内際まで山裾の傾斜面が迫り、南と西は急斜面あるいは断崖とな

って段差を生じ、そこに構築された石垣が一部残存している（図版５-2、図５の現存石垣）。

（２）既往の調査

慈照寺境内ではこれまでに修復や解体・新築などに伴って数次の発掘調査や配管埋設に伴う立

会調査が行われている（図５）。

昭和５年（1 9 3 0）には京都府史蹟勝地保存委員会による西指庵遺址の調査が行われた
　1 5）

。西指庵

は東山殿創建時の建物で、江戸時代の再建時にはすでに失われていたが、西田直二郎氏は現地を

踏査し文献・絵図面と比較検討した結果、東求堂北東の丘陵地をその遺址と比定している。

昭和3 9年（1 9 6 4）には東求堂の解体・修理に伴って発掘調査が実施され
　16）

、庭石や礫敷きの溝な

どを検出、室町時代の遺物も多数出土した。また解体の結果、現在の東求堂の位置は建立時と異

なる可能性が指摘された。

昭和5 9～6 2年（1 9 8 4～8 7）には国庫補助事業による境内保存整備事業として、境内東斜面に

ある御茶の井庭園の調査が行われた
　1 7）

。調査は地下水位調整のための排水施設敷設に伴うもので、

現状石組みの実測・鑑定、ボーリング調査など地質学的な調査が主であったが、御茶の井東斜面

の石組みは露出していた岩盤に多少手を加えて加工した痕跡が認められるとしている。

昭和6 1年（1 9 8 6）には庫裡の建て替えに伴う発掘調査を行い
　18）

、５面の遺構面と最下層で縄文土

器の出土する土石流跡を確認した。第１面では天保八年（1 8 3 7）の棟札をもつ解体前の庫裡跡、

第２面では元文三年（1 7 3 8）の修理願書付図に描かれた庫裡跡、第３・４面では江戸時代前期に

－4－

図４　1986年調査　全景（北東から） ※調査区の奥に見えるのが中門の屋根



－5－

図５　既往調査区および本調査区位置図（１：1,000）



相当する池状遺構、石組み井戸、溝、

第５面では桃山時代の掘立柱建物、溝、

土壙などと東山殿に相当する室町時代

の溝１条を検出した（図４）。このう

ち室町時代の溝は、土石流の流れに沿

って掘られた北西から南東方向のもの

である。

平成５年（1 9 9 3）には防災工事に

伴って発掘調査および立会調査を行っ

た
　1 9）

。調査区は境内北東部の山裾に沿っ

た北部地域と、観音殿周辺の南部地域

に分けて設置された。北部地域では近世の流路、石垣、溝、井戸のほか、室町時代の池、石垣を

伴う石組み溝（図６）、拳大の石を詰めた暗渠、石製の導水施設（図７）、礎石建物および建物基

壇、掘立柱、石敷遺構、石垣を基礎とする塀など東山殿に関連する多くの遺構を検出した。この

うち石製の導水施設は２条の溝を刻んだ下石と蓋石を組み合わせ、漆をしみ込ませた布で目地を

施したもので、清水を引き込み飲料水として利用していた可能性がある。また礎石建物は規模や

性格は不明であるが、基壇や石垣遺構を伴うことから東山殿の主要な建物のひとつであったと考

えられる。南部地域では観音殿北東の向月台脇の調査区で近世の景石根固め、室町時代の石敷き

の暗渠（図８）を検出した。このほか南部地域では室町時代の整地層を現地表下3.5ｍ以上確認し、

－6－

図６　1993年調査　石垣を伴う石組み溝（西から）

図７　1993年調査　石製の導水施設（西から） 図８　1993年調査　石敷きの暗渠（南西から）



付近は室町時代に埋められた谷状地形を形成していることがわかった。このように本調査では調

査区が狭く、遺構の拡がりや関係を知るためには困難な部分もあったが、発掘調査で初めて東山

殿に関連する遺構を確認し、東山殿を復元する上で貴重な成果を多数得ることができた。

３．調査の概要

Ａ区の調査 Ａ区は既存の石垣や排水溝、売店などに制約を受けながら、中門基壇全面および

基壇の西側の参道部分（基壇端から西へ1 . 5ｍ）、北側の脇門部分に調査区を設けた。調査の進行

に伴って調査区外で遺構の有無を確認するため、東の参道部分に東拡張区、北の移転前の券売所

部分に北拡張区を設けた。調査面積は4 2 . 7㎡であった。検出した江戸時代初期の遺構を保存する

ため、室町時代後期の遺構は調査区の西半のみ、平安時代後期の遺構は北西部の一部を断ち割っ

て確認する形で調査を進めざるを得なかった。

基壇前面の参道部分と基壇東端側溝下部分に、南北方向に塩化ビニール管が埋設されて攪乱さ

れている以外は比較的残存状況が良く、江戸時代後期以降、江戸時代初期、室町時代後期、平安

時代後期の各遺構を検出した。

Ｂ区の調査 Ｂ区はトイレの新築が予定されている部分に、おおよそ東西4 . 5ｍ・南北1 0 . 6ｍの

長方形の調査区を設定した。調査地点は竹薮であったため、近現代の盛土の除去には重機を用い

た。調査区の中央西側で室町時代後期の石敷を検出したので、一部西側に調査区を拡張した。な

お、調査区の中央には南北方向に多数の電線とマンホールが埋設されていた。調査面積は5 4 . 5㎡

である。Ｂ区でも室町時代後期の遺構を保存することになったため、下層の状況は調査区の壁際

（東と南）を断ち割って確認するにとどめた。

（１）層　序

Ａ区の層序（図９・10） 中門基壇上面と西前面の参道上面は全く段差がなく続いており、これ

が現地表面となっている。基壇は敷居石部分が最も高く、その東（後方）および西（前方）へ極

く緩やかに傾斜している。地表面の標高は9 1 . 2 5ｍ前後である。基壇部分では敷石の厚さが0 . 1～

0 . 1 5ｍ、基壇西の参道部分では地表下0 . 2ｍ前後まで厚さ0 . 0 1ｍ内外の堅く締まった砂・小礫層に

－7－

表１　遺構概要表



よる路面整地が何層も積み重ねられている。以下、基壇構築時の江戸時代後期の整地層（図９の

３・５・６層）が厚さ0 . 1～0 . 1 5ｍあり、下面が第３面（江戸時代初期）となる。江戸時代初期の

整地層（図９の８～1 4層）が東では0 . 1ｍ、西では0 . 2～0 . 2 5ｍの厚さで、第４面（室町時代後期）

を被覆する。室町時代後期の整地層は最大で0 . 8ｍの厚さがあり（図1 0の８～1 5層）、第５面の石

積を埋めている。

Ｂ区の層序（図16） 調査地点は西への緩やかな傾斜地で、すぐ西は崖となっていて約３ｍほど

低く、崖面には後世に石垣で擁壁がなされている。調査区の東端は標高9 1 . 5ｍ、西端は9 1 . 2ｍで、

地表面から約0 . 7～0 . 8ｍが近現代の盛土層となっていて、この直下が室町時代後期の遺構面とな

る。調査区中央には南北方向に近年の配線があったため、掘削は近現代盛土層内にとどまり遺構

面には達しなかった。室町時代後期の遺構面は一旦平坦に均した後で、0 . 1 5ｍ前後の暗褐色砂泥

（図1 6の１層）で整地する（この上面が標高9 0 . 5ｍ）。部分的に深く掘り下げて確認した結果、こ

れ以下は少なくとも標高8 9ｍ辺りまではいずれも砂層を主体とする人為的な盛土で、室町時代前

期から中期の遺物を含んでいる。室町時代後期、東山殿造営時の大規模な整地に伴う盛土層と考

えられる。

－8－

図９　Ａ区　調査区中央セクション断面図（１：50）

図10 Ａ区　調査区北壁断面図（１：50）



（２）江戸時代後期以降《Ａ区第１面・第２面》（図版１・２、図11～13）

解体された中門の基壇を第１面とし、この基壇が構築された江戸時代後期の段階を第２面とし

た。江戸時代後期に構築された中門は、補修などにより随時手が加えられつつ現在に至っている。

解体された中門は親柱の奥に控柱が設けられる「薬医門」で、西を正面としており、向かって

左側に脇門が付属する（図版１- 2）。第１面とした中門基壇（図1 1）の寸法は東西4 . 8 5ｍ・南北

4 . 2 6ｍあり、敷石中央（親柱筋）から基壇前面（西端）までが1 . 6ｍ、また基壇東端までが3 . 7 5ｍ

となる。親柱・控柱ともに礎石立ちで、親柱間（P１－P２）つまり門の間口は4 . 0ｍ、控柱（P

３・４）は親柱から東へ2 . 4ｍに設けられる。親柱の礎石は、両石とも上面0 . 1ｍ程を柱受け部と

して平坦な長軸0 . 8ｍ・短軸0 . 6ｍの長方形に削り出し、門の内側となる一方の角に約0 . 2ｍ四方、

－9－

図11 Ａ区　第１面中門基壇平面図および調査区配置図（１：80）



深さ0.04ｍの扉受けを削り込む。石の厚さは0.5ｍ程あり、

下半は加工されていない。親柱礎石間には長さ3 . 1 8ｍ・

幅0 . 2 2ｍの一石からなる敷居石を据え、四周を幅0 . 1 8ｍ

内外の葛石で囲って、その内側を一辺0 . 4 5ｍ・厚さ0 . 1ｍ

内外の正方形の板石をいわゆる四半敷に敷き詰める。い

ずれも花崗岩が用いられており、上面のみが平滑に加工

されている。また、この加工とは別にこれらの石の上面

は多年にわたる参拝者の往来によって磨滅している。

基壇の構築手順は以下のようなものである。まず整地

によって平坦な面を作り出した後（第２面整地層）、親柱

および控柱の礎石を据え付ける。これら礎石は掘形を掘

った後、割石などで根固めをして礎石を据えている。こ

ののち、溝状の掘形（S D６）を掘って敷居石と葛石を据

え、割石を差し入れるように敷いて上端の高さを調整し

ている。四半敷の敷石

はこれらの内側を埋め

るように下面に敷砂を

入れて調整しながら敷

き詰める。これらの作

業のうち、少なくとも

整地と礎石据付けまで

は江戸時代後期（第２

面）に行われたものと

考えるが、それ以後基

壇外装に関する作業は

後世に部分的、あるい

は全面的に改修された

ものとみられる。

第２面（図1 3）では

基壇西面（前面）の外

側の南と北の対称の位

置に雨落ちの滴痕を検

出した（図中に小さな

◎で表現）。屋根南北

側面からの水滴の痕跡

－10－

図13 Ａ区　第２面遺構実測図（１：80）

図12 Ａ区　石敷SX７（北西から）



と考えられる。また、基壇前面の南で検出した南北方向の石敷S X７（図1 2）は下面に長径0 . 2ｍ

前後の扁平な石を平坦に並べ、その上に細かい礫と瓦片を敷き詰めている。下面の石は掘形を持

たず、整地面上に並べられ、整地層に沈み込んだ状態で検出した。幅0 . 4ｍ以上で南北3 . 5ｍ程度

検出した。石垣や基壇葛石などのような重量物を支える基底部と考えられるが、部分的な検出に

とどまったため、全容は不明である。中門の親柱P１と控柱P３については礎石を取り上げた。P

１は東西1 . 1ｍ・南北1 . 4ｍの方形掘形、P３は東半が攪乱されているが、径1 . 2ｍ前後の円形掘形

であった。

（３）江戸時代初期《Ａ区第３面》（図版３-1、図14）

先の中門に先行する門の遺構と考えられる南北礎石列、これに直交する東西礎石列、ほかに土

壙があり、これらは第３面で成立している。

南北礎石列 P８・９・1 0からなる。いずれも長径0 . 1～0 . 2ｍの礫を入れ、掘形の規模はP８と

P９が径0 . 6ｍで、P 1 0が径0 . 7ｍとやや大きい。礎石は既に失われており、礎石下部の根固めのみ

を検出した。柱間はP８－P９間が2 . 8ｍ、P９－P 1 0間が1 . 2ｍである。P８－P９間が門の間口と

なると考えられる。P８とP９は門の親柱となり、その西に控柱の痕跡が認められず、また東拡張

区を設けて確認したと

ころ東にも控柱の痕跡

がなかったことから、

棟門形式の門であった

と考えられる。先の薬

医門よりも南側の親柱

を基準として東に1 . 8

ｍ、北に2 . 0ｍずれた

位置である。

東西礎石列 P 1 1・

1 2・1 3からなる。南

北礎石列に直交して

P 1 0に取り付く。これ

らも同様に礎石下部の

根固めのみの検出であ

った。掘形の規模は

P 1 1が径0 . 4 5ｍ、P 1 2

が0 . 3 5ｍ、 P 1 3が0 . 5

ｍと、やや南北礎石列

のものよりも小振りで

－11－

図14 Ａ区　第３面遺構実測図（１：80）



ある。柱間はP 1 0－P 1 1間・P 1 2－P 1 3間が1 . 2ｍ、P 1 1－P 1 2間が1 . 5ｍである。惣門から中門へ続

く参道の南を画する築垣のような施設であったと考えられ、この柱筋の東延長上に現在の東西方

向築地が存在している。

土壙S K 1 4 調査区の南西隅で検出した。東西0 . 8ｍ・南北0 . 5ｍ以上、深さは0 . 7ｍ前後あり、

底部で長軸が0 . 4ｍ以上の花崗岩が出土した。調査区外に延びており、遺構の全容は不明である。

後世の瓦溜め状の遺構がほぼ重なっており、花崗岩の上面まで攪乱されている。

（４）室町時代後期《Ａ区第４面、Ｂ区第１・２面》（図版３-2・４、図15・16）

Ａ区では南北方向の石列（S X 1 5）、これに並行する土塁状高まり（S X 1 6）を検出した。江戸時

代初期の南北礎石列を保存する方針で調査を進めたので、当該期のS X 1 5の西側のみの調査となっ

た。Ｂ区では調査区の中央西半で路状の遺構・石敷（S X 1 7）、その東延長部で東西方向の溝

（S D 1 8）、このほか柱穴（P 1 9～2 1）な

どを検出した。

石列S X 1 5 Ａ区の中央西寄りを南北

に縦断する石列である。主軸方向は北で

西へ1 5度程度振っている。石の上端の高

さ（標高9 0 . 8ｍ）をほぼ揃え、縦長の石

の小口を主軸方向に向け、長辺の扁平な

部分を面として並べる。石の東側には掘

形を持ち裏込めがなされており、西面は

一石分・2 0～3 0㎝の段差を設けている。

途中二石は抜き取られていたため、検出

したのは都合十二石・5 . 4ｍ分であった。

南端は江戸時代後期の中門親柱P 2に壊

されており、北端は調査区外に延びるた

め、全容は不明である。建物基壇の外装、

あるいは境内苑路の縁石のようなものか

と思われる。

土塁S X 1 6 Ａ区の西壁で検出した土

塁状の遺構である。S X 1 5の西へ約2 . 4ｍ

の距離にほぼ並行して東端があり、西側

へ高まる。上端は標高9 0 . 8ｍで、厚さ

0 . 1ｍ前後の固く締まった水平な砂層が

５層程度版築状に積み重なっている。部

分的な検出にとどまったので断定できな
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図15 Ａ区　第４面西半部遺構実測図（１：80）



－13－

図16 Ｂ区　遺構実測図（１：80）



いが、建物の基壇や築地の基底部の可能性が考えられる。

石敷SX17 Ｂ区中央西寄りで検出した。長径0.3～0.5ｍ程度の石の平坦面を上に揃えて敷いた、

東西方向の路面状の遺構である（標高9 0 . 3ｍ前後）。上面は東から西に向かって低く傾斜し、さら

に北から南へも緩やかに傾斜している。幅は1 . 3ｍ、検出長は約３ｍあり、調査区中央より東は石

が抜かれて壊されている。西は調査区外へ続いているようである。南北方向に石の両側を断ち割

って確認したところ、予想に反して使用されている石は扁平なものではなく、厚みが0 . 3ｍもある

ような立体的な石を用いており、全体として溝状の掘形を掘って据えられていた。この方位は東

で北に振っており、ほぼSX15に直交するような方位と見られる。

溝S D 1 8 Ｂ区中央、S X 1 7の東で検出した。幅2 . 5ｍ程の浅い東西方向の溝である。溝の底部は

平滑ではなく、凸凹としていた。S X 1 7の東延長上にあり、その形状から敷石が抜き取られた痕跡

が掘形とともに溝状に検出されたものである。

柱穴 Ｂ区では東半部で、P 1 9・2 0・2 1など柱穴を検出している。いずれも径0 . 5ｍ前後の掘形

で、埋土には礫が入っている。建物として把握することはできなかった。

（５）平安時代後期《Ａ区第５面》（図版５-1、図17）

当期の遺構は、Ａ区北西隅で下層遺構有無確認のために行ったSX15西面の断割調査で検出した。

－14－

図17 Ａ区　第５面遺構実測図（１：40）



一連の遺構と考えられる西面する南北方向の石積と並走する溝がある。

石積SX22 SX 15石列の真下で検出した。SX15の石列の下面で他の箇所でも石が確認できてい

るので、ほぼ重なる位置に同じ方位で構築されていると考えられる。S X 1 5（上段の一石分）とは

用いられている石の種類や積み方が違うこと、両者間に石が抜け土が挟まっている箇所がみられ

ること、および出土遺物から、時期が異なると判断した。S X 2 2は小口を西向きに揃えた基底とな

る一石の上に、約6 0㎝東に控えて小口積みにより西向きの面としたもので、上部がS X 1 5構築時に

壊されているが、２・３石分（高さ40㎝前後）が残る。

溝S D 2 3 S X 2 2の基底石の西面を溝の東岸とする南北方向の溝である。幅は0 . 6～0 . 8ｍ、深さ

は基底石の下面から0 . 1～0 . 2ｍある。溝の西岸にも小振りな石を検出しており、護岸の痕跡と考

えられる。

このS X 2 2とS D 2 3は一連の遺構で、石垣状の遺構の前面に溝が設けられたものと考えられるが、

検出範囲が狭いので全容は判らない。建物の基壇の外装部分、あるいは築地状のものの基底部と

考えている。

４．出土遺物の概要

遺物はＡ区、Ｂ区あわせて整理箱に2 3箱出土した。器種は土器類、瓦類、金属製品、石製品、

土製品などがあり、このうち大半が土器類で続いて瓦類が多い。時期的には縄文時代および平安

時代中期から江戸時代に属する（表２）。Ｂ区の近現代盛り土、第１面整地層および断割調査で出

土した遺物は小片が多く図化するにいたらず、量的にも少なかったので、ここではＡ区の遺物に

ついてのみ取り上げる。なお土器類の年代観は平安京・京都Ⅰ～XIV期編年に準じた
　20）

。
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表２　遺物概要表



（１）土器類（図版６、図18）

土器類には土師器、須恵器、緑釉陶器、灰釉陶器、黒色土器、瓦器、焼締陶器、国産陶磁器

（施釉陶器・染付）、輸入磁器（青磁・白磁）、縄文土器があり、土師器がその大半を占める。平安

時代の須恵器、緑釉陶器、灰釉陶器、黒色土器、瓦器、輸入白磁の多くは小片で、各時期の遺構

や整地層から出土した混入遺物である。遺構は確認できなかったが、平安時代中期（Ⅳ期）に属

する土師器も比較的多く出土している。縄文土器は外面にわずかに羽状縄文が認められる破片で

ある。以下、図化できた土器類のうち遺構・整地層に伴って出土したものについて概要を述べる。

S X 2 2・S D 2 3（図版６- 2、図1 8 １～４） 両遺構のほか同時期の第５面整地層からは、土師

器（皿・甕）、須恵器（杯・壷）、灰釉陶器（皿）、瓦器（椀）、輸入白磁（椀・壷）の土器類と瓦、

鉄釘が少量出土した。土師皿には口縁部が内弯して端部が立ち上がる小皿（１・２）と大皿（３）

がある。瓦器椀（４）は底部を欠くが、口縁端部内側に沈線がめぐり、内面および外面口縁付近

に密にミガキを施す。輸入白磁（図版７- 1）には玉縁口縁椀や肩部に放射状に文様を施した壷
　2 1）

が

ある。平安時代後期（V期古段階）に属する。

第４面整地層（図版６- 1、図1 8 ５～2 5） 土師皿がまとまって出土し、土器類総破片数に対

して9 7％が土師器であった。しかし細かい破片が多く完形に復元できたものはほとんどなかった。
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図18 Ａ区　出土土器実測図（１：４）
（１～４：SX22・SD23、５～25：第４面整地層、26～30：第３面整地層、31・32：P12）



土師器のほかには輸入青磁、瓦器、須恵器の小片がわずかに出土し、土器類以外でも瓦小片と鉄

釘が数点出土しているにすぎない。土師皿には赤色系小皿（５～８）、大皿（９～1 6）、白色系小

皿（1 7～1 9）、大皿（2 0～2 5）があり、８：２の割合で赤色系が多い。室町時代前期（Ⅷ期古～

中段階）に属する。

第３面整地層（図版６- 3、図1 8 2 6～3 0） 土師器、焼締陶器、国産施釉陶器、瓦器の土器類

のほか瓦と鉄釘が出土した。焼締陶器には信楽焼鉢、備前焼壷、瓦器には火鉢や羽釜の破片があ

り時期的には室町時代のものが混入している。土師皿には中皿（2 6・2 7）と大皿（2 8・2 9）があ

り、いずれも口縁は直線的に外方へ拡がり、端部は丸くおさめる。底部内面の圏線がやや顕著で

ある。瀬戸・美濃産の施釉陶器椀（3 0）は灰白色の釉がやや厚く施され全面に貫入がみられる。

江戸時代初期（Ⅺ期古段階）に属する。

P 1 2（図版６- 3、図1 8 3 1・3 2） 土師器、瓦器、瓦、銭貨が出土した。土師器以外は混入遺
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図19 Ａ区　出土軒瓦拓影・実測図（１：４）



物で、北宋銭「祥符元寳」が１点ある。土師皿は中皿（3 1）と大皿（3 2）があり、いずれも口縁

は直線的に外方へ拡がり、端部は丸くおさめる。江戸時代初期（Ⅺ期古段階）に属する。

（２）瓦類（図版７-3・８、図19）

瓦類の大半は江戸時代後期以降のもので、大部分はS K 1 4上層から出土した。平安時代から室町

時代の瓦は各時期の遺構・整地層から出土しているが、磨滅した小片が多い。

軒丸瓦（図版７- 3・８、図1 9 3 4～3 9・4 4） 3 4は瓦当周辺部の文様がわずかに確認できる小

片で全体に磨滅するが、平安時代中期の蓮華文軒丸瓦と考えられる。3 5は三巴文軒丸瓦で、左巻

きの巴文の周辺に珠文を配する。平安時代後期のもので瓦当部推定径1 2 . 0㎝とやや小型である。

第３面整地層出土。3 6は瓦当部のみの小片だが蓮華文軒丸瓦と考える。瓦当部推定径1 0 . 0㎝と小

型である。第３面整地層出土。3 7～3 9は三巴文軒丸瓦である。3 7は右巻きの巴文で尾部は互いに

接しない。瓦当部裏面のナデ調整による指跡が明瞭に残る。第３面整地層出土。3 8は右巻きの巴

文で頭部は中心で連結する。瓦当部推定径1 0 . 0㎝と小型、大覚寺出土D K M 1 3 - Aと同笵である
　2 2）

。

西壁断割出土。3 9は左巻きの巴文で周辺に珠文を配する。瓦当部径1 0 . 3㎝、丸瓦部は端部まで残

存し長さ1 9㎝と小型である。丸瓦凸面は縦方向に丁寧にナデて調整する。第４面整地層出土。3 6

～3 9はいずれも鎌倉時代のもので、小型であるため築地などの建物に用いたと推定できる。4 4は

菊文小型軒丸瓦でSK14上層から出土した。

軒平瓦（図版８、図19 40～43・45・46） 40は連巴文軒平瓦で左端部の破片である。右巻き

の三巴文が連続して配される。平安時代後期。第４面整地層出土。4 1は剣頭文軒平瓦である。平

瓦部凹面だけでなく、瓦当面にも一部布目が残る。平安時代後期。第４面出土。4 2・4 3は小型の

剣頭文軒平瓦である。個々の剣頭文の下端部は尖らない。鎌倉時代。いずれも第３面整地層出土。

4 5・4 6は唐草文軒平瓦でいずれもS K 1 4上層から出土した。4 5は笵の右下に鱗文、4 6は周縁部に

「作」が刻印される。このほかにもS K 1 4上層からは多くの軒瓦が出土しているが、これらは現在

も慈照寺境内の建物で使用されている瓦と同じである。

（３）その他（図版７-2、図20）

33は約６㎝四方、厚さ3.5㎝の土製品で胎土にスサが多く含まれ、

表面が赤変することから鋳型の可能性が考えられる。上面には別粘

土を貼り付け、細い斜線が刻まれる。第３面出土。

このほか金属製品では鉄釘が各遺構・整地層から比較的多く出土

している。いずれも錆の付着が著しい。銭貨は祥符元寳、永楽通寳、

寛永通寳がそれぞれ１枚ずつ出土した。石製品には砥石がある。
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図20 鋳型実測図（１：４）



５．ま と め

今回の調査内容を概観して、まとめにかえたいと思う。

Ａ区北西部の断割調査で平安時代後期の石積・溝を検出した。この遺構は石垣あるいは建物の

基壇の一部と考えているが、山荘・東山殿が営まれる以前の時期にあたり、実態があまり判って

いない浄土寺の遺構であろう。少なくとも11世紀代には浄土寺が営まれていたことが窺える。

室町時代後期は、義政による山荘・東山殿の造営の時期にあたる。Ａ区石列や土塁状遺構、Ｂ

区の石敷は、東山殿創建期の遺構と考えられる。また、Ｂ区では1 . 5ｍ以上の厚い整地層を確認し

た。これは1 9 9 3年調査とも符合しており、東山殿造営時に、地形的に低い寺域の西側では、平坦

面を確保するためかなり大規模な造成がなされたことを示している。

この平安時代後期・室町時代後期の遺構の主軸の方位は、いずれも北で西に振れる方向で、現

在の境内の各建物や施設とは大きく異なっている。1 9 8 6年調査の溝、1 9 9 3年調査の暗渠・石製導

水施設（図５）など多くの室町時代の遺構も同様の方位を示しており、東山殿の造営はこの北で

西に振れる方位を造営の主軸方位として採用していたものと考えられる。なお、平成６年（1994）

には前年と一連の調査として、境内の防災・防犯工事に伴う立会調査
　2 3）

が行われ、六箇所設けた試

掘トレンチのうち、中門と銀閣の間の参道部分に設定した「試掘３」で、地表下約0 . 3ｍ（標高

9 1 . 0ｍ）で南北方向の石列二石分を検出している。本調査の石列S X 1 5の南延長上約1 0ｍ地点にあ

たり、石の組み方が類似することから、同一の遺構と考えられる。

江戸時代初期の遺構は、Ａ区の中門に先行する門の遺構（南北礎石列）とこれに直交する東西

礎石列がある。この時期は荒廃していた慈照寺の大々的な再建が宮城丹波守豊盛によって行われ

た時期とほぼ重なることから、その事業の一環として建てられた中門の遺構とみる。検出した礎

石列より棟門であったと考えられる。これら江戸時代以降の遺構の主軸は現在と同じほぼ正方位

を示すことから、この大規模な再興事業の時に、西に振れる

古い割付から正方位への転換が行われたと考えられる。

今回解体された中門は親柱の礎石が江戸時代後期に据えら

れたものであり、葛石や敷石などの基壇外装はその後、部分

的な補修や全面的な改修が行われて調査前の基壇の状況に至

ったものであることを確認した。

さて、慈照寺の境内の建物に関する絵図は、江戸時代中期

から末期に描かれた４枚が知られている
　24）

。その中で最も古い

ものが『元文三年四月慈照寺修理願付図
　2 5）

』（図2 2）といわれ

るもので、元文三年（1 7 3 8）に奉行所に提出された修理願

書に付された絵図である。この絵図では惣門が控柱のある薬

医門として描かれているのに対して、中門は控柱のない棟門

として描かれている。またこの図の中門は南側の東西方向の
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図21 1994年調査「試掘３」
検出石列（西から）



「込カキ」に直交し、柱一間分あけて間口が西向きに開けられており、北側には脇門が描き込まれ

ている。この状況は本調査の第３面として検出した南北礎石列と東西礎石列のあり方とよく一致

している。つまり、東西礎石列は絵図に描かれた「込カキ」にあたり、これに直交する南北礎石

列は門の親柱列となる。今回の調査では、親柱の北側のものまでを検出したことになるが、この

北に脇門があったことが推測される。この次の『宝暦五亥年五月絵図』（1 7 5 5年）では中門が惣
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図22 「元文三年四月慈照寺修理願付図」 文部科学省国文学研究資料館蔵
（『日本建築史基礎資料集成　十六　書院Ⅰ』 中央公論美術出版より転載）



門と同じ控柱のある薬医門の形式で表現されているので、元文三年から宝暦五年までの間に中門

が薬医門に改修されたとみてよいであろう。この棟門から薬医門への変遷も、今回の調査成果と

符合している。

本調査では上記のように、解体中門の構築時期、先行する江戸時代初期の門遺構を検出し、そ

の下層に慈照寺の前身である東山殿、さらに先行する浄土寺に関する遺構が良好に遺存している

ことを明らかにした。調査面積は少なかったものの、予想以上の成果が得られ、史跡であること

から両区とも遺構を現地で保存することとなった。しかし、小面積の調査であるがゆえに、これ

らの遺構が東山殿や浄土寺境内の中でどのような位置にあるか、どのような構築物の一部である

のかまで言及することはできなかった。これらについては、今後の課題として周辺の調査に委ね

たい。
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